
事対２２５１・００５

東京電力㈱福島第一原子力発電所５号機

原子炉水位高警報 発生 伴う原子炉水位高警報の発生に伴う
原子炉自動停止

平成２３年３月７日平成２３年３月７日

経済産業省 原子力安全・保安院



１．事象の概要

原子炉自動停止時の水位変化

・定格熱出力一定運転中の平成２２年１１月２日、制御棒パターン調整のための出力降下操作を実施し
ていたところ、１９時７分に「原子炉水位高」の警報が発生した。

・このため 操作員は原子炉水位の調整に努めたが 原子炉水位は変動し続け 「原子炉水位低」警報・このため、操作員は原子炉水位の調整に努めたが、原子炉水位は変動し続け、「原子炉水位低」警報、
「原子炉水位高」警報が発生した。

・その後、原子炉水位はさらに上昇し、１９時１２分、「発電機炉水位高トリップ」警報により発電機が自動
停止し、これに伴いタービン及び原子炉が自動停止した。
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停 、 れ 伴 タ 及び原子炉 自動停 。



２．調査結果①

原子炉圧力容器
主蒸気止め弁
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発電機
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LPCP給水流量

主制御器

T/DRFP(A)

T/DRFP(B)
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T/DRFP(A)制御器
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T/DRFP(B)

M/DRFP(A)
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原子炉給水系概略図

FCV(B)制御器

M/DRFP(B)

FCV(B)

・タービン駆動原子炉給水ポンプ（A）（B)制御器は、原子炉水位の変動に対して追従した出力信号を示
していた

原子炉自動停止時の給水制御系パラメータ
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していた。

・タービン駆動原子炉給水ポンプの回転速度を制御する電気制御ユニットの位置は制御器が指示する
設定に対して（A)は緩慢な動きをしており、（B)は変化しなかった。 2



２．調査結果②

ＭＧＵ（Ａ） ＭＧＵ（Ｂ） （参考）
新品

スピンドル

スピンドルレバー

スピンドルねじ部

制御用レバー

（レバーリン
油分
（単位：％）

６１．６ １５．９ ８７．８

拡がり
ちょう度
（単位：ｍｍΦ）

５．１

拡がりが
極端に

４．７

硬化し拡
がりが認

リミット
スイッチ

摩擦ク

軸受

傘歯車

（レ リン
ク機構へ）

採取した粘着物の拡がり
左 事象 生時 右参考 新 塗布時

（単位 ） 極端に
減少

がりが認
められな
い
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摩擦
ラッチ

電動機

平歯車

・スピンドルレバーねじ部の間隙の目視確認を実施した結果 タービン駆動原子炉給水ポンプ（A)（B)の

電気制御ユニット概略図

採取した粘着物の拡がり
ちょう度分析結果

スピンドルレバーねじ部

（左）事象発生時 （右参考：新品塗布時）
ギアボックス

スピンドルレバ ねじ部の間隙の目視確認を実施した結果、タ ビン駆動原子炉給水ポンプ（A)（B)の
電気制御ユニットともにスピンドルレバーねじ部に粘着物が付着していた。

・付着していた粘着物は分析の結果、スピンドルレバー部で使用しているグリスと同一成分であった。

・グリスの交換は 定期検査毎に行っている制御装置の特性試験で異常が確認された場合に行うこととグリスの交換は、定期検査毎に行っている制御装置の特性試験で異常が確認された場合に行うことと
しており、これまで異常がなかったことから、平成１３年の第１８回定期検査以降、行われていなかった。

・平成１６年に他プラントにおいて同様の事象による不具合が発生し、その情報が原子力施設情報公開
ライブラリーに登録されていたが、平成１５年１０月に当該ライブラリーが開設されて以降、東京電力
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（株）が水平展開の仕組みを見直した平成１７年３月までの間は十分な水平展開が行われていなかった。

・当該事象発生時の操作員の運転操作については、手順書に準じて行われていた。ただし、現状の手
順書は、制御装置が２台同時に不具合となった場合を想定した記載がないことを確認した。



３．推定原因

コマ 制御用レバー

グリス劣化により油分が
減少し 潤滑性能が低下グリス交換が行わ

スピンドル
スピンドル
レバーねじ部

減少し、潤滑性能が低下
して油膜がなくなり、ス
ピンドルねじ部とスピン
ドルレバーねじ部の表面
が摩耗

グリス交換が行わ
れなくなりグリス
が劣化

この状態で長期間使
用したため、スピン
ドルレバーねじ部の

推定メカニズム

粘着したグリスがス
ピンドルレバーねじ
部の間隙に堆積

摺動低下が増大して
ＭＧＵが固着等した。

摩耗した金属粉がグリスに
混入し、グリスの酸化およ
び潤滑性能の低下が進行し、
グリスが粘着化

・グリス交換が行われなくなりグリスが劣化

・グリスの油分が減少し、潤滑性能が低下して油膜がなくなり、スピンドルねじ部とスピンドルレバーねじ
部の表面が摩耗

推定メカニズム

部の表面が摩耗

・摩耗した金属粉がグリスに混入し、グリスの酸化及び潤滑性能の低下が進行し、グリスが粘着化。

・スピンドルレバーねじ部が摺動低下したため、タービン駆動原子炉給水ポンプ（A)及び（B)の制御装置
は給水流量制御信号に追従しない状態にな た
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は給水流量制御信号に追従しない状態になった。

・これにより、原子炉水位が調整不調となり発電機が自動停止する水位まで上昇したため、発電機が自
動停止し、これに伴いタービン及び原子炉が自動停止した。 4



３．対策

・タービン駆動原子炉給水ポンプの制御装置内にある回転棒とレバーの接続部について分
解点検を実施し、回転棒及びグリスを交換した上で作動試験を行い、異常がないことを確認
したした。

・今後、タービン駆動原子炉給水ポンプの制御装置内にある回転棒とレバーの接続部の分
解点検及びグリス交換を定期的に実施することとし、その旨を保全プログラムに基づくマニュ
アルに明記するアルに明記する。

・制御装置が２台同時に不具合を起こした場合を想定した対応操作手順書を作成し、周知・
徹底を図るとともに、シミュレータによる訓練を実施する。

・原子力施設情報公開ライブラリーが開設された平成１５年１０月から、水平展開の仕組み
の見直しを実施した平成１７年３月までの間に、同ライブラリーに登録された他社の不具合
情報について、水平展開の要否を確認し、必要に応じて対策を図る。

5
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